
経　緯
　デイサービス事業は、在宅で生活する要援護老人の自立的生活の助長、社会的孤立感の解消、心
身機能の維持向上、家族の身体的・精神的負担の軽減を主な目的として事業実施してきました。

デイサービスセンターの管理及び運営に関する事務
（若槻デイサービスセンター、戸隠中央デイサービスセンター及び信州新町デイサービスセンターに限る。）
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年　月 受　　託　　施　　設　　名　　等

昭和63年１月 長野市から特別養護老人ホーム松寿荘に併設して建設された若槻デイサービスセンター定員25人の
管理・運営を受託した。

平成６年４月 牟礼村（現飯綱町）から特別養護老人ホーム矢筒荘に併設して建設された、むれデイサービスセン
ター定員15人の管理・運営を受託した。

平成８年４月 戸隠村（現長野市）から特別養護老人ホーム豊岡荘に併設して建設された戸隠中央デイサービスセ
ンター定員15人の管理・運営を受託した。

平成11年４月 信州新町（現長野市）から特別養護老人ホーム久米路荘に併設して建設された信州新町デイサービ
スセンター定員23人の管理・運営を受託した。

平成12年４月
「長野広域連合」に設置運営主体が移行するとともに、介護保険制度が施行されデイサービスセン
ターが通所介護事業所となる。
むれデイサービスセンター及び戸隠中央デイサービスセンターの定員をそれぞれ25人へ、信州新町
デイサービスセンターの定員を30人に変更した。

平成18年３月 むれデイサービスセンターの運営を飯綱町へ移管した。

現状と課題
　長野広域連合が運営するデイサービスセンターは、介護保険制度施行前から地域のデイサービス
センターとして定着・利用されてきました。
　各施設においては、広範囲に居住する利用者が多いため、送迎に比較的時間と労力がかかってい
ますが、地域の利用者の実情を考慮しつつ、サービスの向上につながるよう努める必要があります。
　また、平成26年６月の介護保険法の改正により、平成29年４月までに予防給付から新たな総合事
業に移行するデイサービスについては、関係市町村の移行状況を見ながらどのようなサービス提供
が可能か、検討する必要があります。
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施　　　設　　　名 所　　　在　　　地 認可年月日 定　員
（人）

建物面積（㎡）
敷地面積（㎡）

若 槻 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 長野市上野二丁目120－４ Ｓ63.１.29 25 328.00
798.18

戸隠中央デイサービスセンター 長野市戸隠豊岡1384 Ｈ８.４.１ 25 539.24
539.24

信州新町デイサービスセンター 長野市信州新町日原東2186－１ Ｈ11.４.１ 30 841.58
841.58

●長野広域連合が運営するデイサービスセンターの概況

今後の方針及び施策
● 地域の福祉、医療等の関係機関との連携を図り、サービスの質の向上に努め、地域での在宅生活

を支える支援を行います。

● 運営については、関係市町村との連携を密にしながら、新たな総合事業への対応など利用者ニー
ズを的確にとらえ、環境の変化に対応できる基盤づくりを進めます。
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